
建築への信頼が問われる今、変わるべきは 100 万人の＜建築士＞の職能だ！ 

http://www.gakugei-pub.jp/

全国の書店・ネット書店で販売

定価：2,530 円（税込）
発行：学芸出版社第１回これからの建築士賞審査結果を紹介した『これからの建築士ー職能を拡げる 17 の取り組み』（編著：倉方俊輔、

吉良森子、中村勉　協力：東京建築士会）が出版されました。この賞の内容が詳しく掲載されています。

これからの建築士賞第7回
2021

「建築士」は日本の都市と建築にかかわる重要な職能資格であり、
設計監理、施工、行政、教育、まちづくり、発注者など幅広い業務
に携わりながら、未来につながる社会の実現のため努力してきま
した。近年では防災、環境、高齢化と人口減少、歴史文化の喪失な
ど多くの課題の中で、その専門的な知見を生かしながら、魅力的
な社会、街並み、建築空間の実現を目指して活動しています。

なかでも最近は他の建築関係の会とも連携し、それぞれの地域を
ベースにした協働も盛んになってきており、これらの新たな活動
が大きな波となって地域社会の未来に力となる事も期待されてい
ます。多様な分野における建築士ならではの新しい動きに光を当
て、顕彰し、支援するとともに広く世の中に伝えようとするのが
「これからの建築士賞」の目的です。

募 集 要 項

公告
応募書類提出締切
審査会
東京建築士会総会の席上で顕彰予定

6月上旬
8月 6日
9月上旬

2022年6月上旬

6. 審査・顕彰

受賞者の活動資料を上記総会時に配布します（活動資料はA4版、受賞者が作成するが、
場合によっては推薦者が協力する）
受賞者及びその活動資料については本会会誌、ホームページに講評とともに掲載するほ
か、各メディアに公表予定。

7. 発表・その他

2021年8月6日（金）必着
応募種類は、下記のメールまたは郵送にて提出ください。
郵送の場合は、8月6日の消印有効。

8. 応募締切

一般社団法人 東京建築士会　「これからの建築士賞」係
〒103-0006 東京都中央区日本橋富沢町11-1 富沢町111ビル5階
TEL：03-3527-3100　FAX：03-3527-3101
E-Mail：event02@tokyokenchikushikai.or.jp
https://www.tokyokenchikushikai.or.jp/

9. 応募書類提出先・お問合せ先

都市と建築に関わる近年の活動や業績で、設計監理、施工、行政、教育、まちづくり、
発注など建築士としての多様な立場を通じて行った未来につながる社会貢献に対
して、その活動・業績を担った建築士もしくはそのグループを顕彰する。
未来につながる社会貢献とは、たとえば、美しい景観の形成、安全で魅力的なまち
づくりや空間の提案、自然環境や歴史的環境の保全、地球温暖化・人口減少・高齢
化社会に対する提案、弱者に対する対策、文化・にぎわい・コミュニティの創出、建
築に関する啓蒙・普及など多様であるが、さらに、これからの建築士の仕事を開拓
するような、従来の建築士の枠を拡げる活動の応募も大いに期待したい。

1．賞の対象

これからの建築士賞　10点程度 （但し、応募点数による）

2．名称及び受賞数

別紙候補推薦書に記入の上、必要に応じて参考資料をA4用紙3枚以内にまとめて、事務
局まで提出のこと。関係資料は返却されないものとする。郵送、メールによるデータの
送付も可能。候補推薦書は東京建築士会ホームページからダウンロード可能。自薦、他
薦を問わない。

4. 応募方法

原則として建築士もしくは建築士を含むグループで、活動のベースが首都圏にあること。
過去の応募者の再応募は可とします。
審査員が直接係った案件は応募対象から除外される。また審査員が所属する事務所、グループ
が審査対象となる場合は、その案件に係る一切の審査から外れるものとする。

3. 応募資格

5. 審査員

大竹 由夏　 （ものつくり大学技能工芸学部建設学科講師）

古谷 誠章　 （NASCA／早稲田大学創造理工学部建築学科教授）

吉里 裕也　 （SPEAC／R不動産 代表）

吉村 靖孝　 （早稲田大学創造理工学部MEメジャー教授（建築学科兼担）／吉村靖孝建築設計事務所）

 

1
業績名 地ムービー

候補者名 株式会社ジムービー一級建築士事務所
谷國 大輔

2
業績名 京島アカデミックハウス

墨田区京島における学生による学生のための居場所づくり

候補者名 後藤 直也、杉山 英知、清水 靖真、鈴木 弘樹

3
業績名 FUJIMI LOUNGE

候補者名 菅原 大輔

入賞6点（応募点数16点）

4
業績名 SMI:RE SHARE YOYOGI / ARCHITECT FUN

候補者名 進藤 強／株式会社ビーフンデザイン一級建築士事務所
（協力：松本 悠介／松本悠介建築設計事務所）

5
業績名 港区立伝統文化交流館

候補者名 青木 茂

6
業績名 超薄肉コンクリート版（ハイブリッド・プレストレスト®コンクリー

ト：HPC®）の開発とその社会実装

候補者名 細矢 仁

052022.01



古谷 誠章
今年から初めて審査に加わりました。建築士の社会的
使命が多角化、多様化する中で、とても意義のある賞だ
と感じます。審査を終えてみて、実際に多方面での建築
士の活躍に触れて、その実感を一層強くしています。建
築を広く一般社会に理解されるものとするために、皆
さんが様々な方法を模索し、実践されている様子に大
いに敬服しました。ムービーという社会に広く認知さ
れた媒体を通して建築を身近なものにする活動、ボラ
ンタリーな空き家対策や木造密集地帯の改善活動、自
らの設計事務所を近隣社会に開く活動、設計者とオー
ナー、ユーザーをつなぐプラットフォーム、地域社会を
つなぐコミュニティーパーク、既存建築の長寿命化の
実践、強靭なコンクリート建材の開発など、入賞者をた
だ列挙しただけでも活躍が多岐に及んでいることがわ
かります。

ポストコロナの時代を見据える長期的な視点に立っ
て、「建築」という思考方法を持つからこそ可能な、時代
に先駆けるような新機軸を打ち立てることのできる建
築士像が求められています。入賞された方々の活動に
大いに刺激されて、今後とも多くの皆さんに応募いた
だければ幸いです。

大竹 由夏（ものつくり大学講師、博士（デザイン学））

昨年度に引き続き、本年度も新型コロナウイルス感染拡
大に伴う緊急事態宣言発令と外出自粛の状況下により、
選考はオンライン審査となりました。

 今回応募頂いた提案の中には、活動の狭まるコロナ禍に
おける計画がみられました。このコロナ禍において、多く
の人々が新しいライフスタイルを受け入れ、人々の生活
は大きく変化しました。コロナ禍に発生した計画が、自粛
生活が明けたときどのように継続されていくのか、興味
深く拝見させて頂きました。

また、DIYに関する作品が複数みられました。建築士でな
いとできないもの、建築士だからこそできたもの、様々あ
りましたが、建築士とそうでない方が協働して制作した
ものに魅力を感じました。

さらに、計画が始まったばかりの若い空間がありました。
今後、どのような建築空間として育っていくのか、２例目
３例目はどのように発展していくのか、大いに期待して
います。

歴史性のあるもの、革新性のあるもの、この時代を見据え
た柔軟性の高いもの、これからの建築士賞にふさわしい
６作品が選出できたと思います。

［第 7 回 これからの建築士賞］

大竹 由夏（おおたけ ゆか）
ものつくり大学講師、博士（デザイ
ン学 ）／1982年生まれ／2006年
筑波大学芸術専門学群卒業。2016
年同大学院修了。2019年〜東京建
築士会事業委員／博士論文「漫画の
場景と実際の眺望に基づく東京タ
ワーの景観の保全・活用に関する提
案」／主な作品に「筑波大学芸術専
門学群A棟２階エントランス展示

空間及び展示スペース」、「［待庵］原寸再現模型（建築の日本
展：その遺伝子のもたらすもの）」。

古谷 誠章（ふるや のぶあき）
1955年東京生まれ／1980年早稲田
大学大学院理工学研究科修了／1980
〜1986年早稲田大学理工学部助手／
1986〜1994年近畿大学工学部講師／
1986〜1987年文化庁芸術家在外研修
員（マリオ・ボッタ事務所）／1994年早
稲田大学理工学部（現創造理工学部）助
教授、NASCA設立／1997年〜同教授
／2017〜2019年日本建築学会第55代

会長／2021年～東京建築士会第16代会長／主な作品：「茅野市民
館」、「小布施町立図書館」、「喜多方市新本庁舎」、「静岡理工科大学
建築学科棟」他／主な受賞：2011年日本芸術院賞「茅野市民館」／
2014年日本建築大賞「実践学園中学・高等学校自由学習館」／2015
年日本建築学会賞（業績）「『失われた街』模型復元プロジェクト」他

（東京建築士会会長、早稲田大学創造理工学部
 教授、NASCA代表）
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吉村 靖孝（早稲田大学教授／吉村靖孝建築設計事務所）

すでに成熟した基準に照らし顕彰する一般的な建築賞
に比べ、「これからの建築士」賞の評価基準は曖昧だ。

「これから」に向け踏み出した一歩の方向はバラバラで
あるべきで、そもそも「基準」という考え方に馴染まな
いのかもしれない。また「建築士」賞という名称から言っ
て属人的で、審査員の顔ぶれによる受賞傾向のブレも
もはや致し方ないかもしれない（すべての賞につきもの
とはいえ特に）。しかしながら、達成の深度については
評価可能なのではないか、と感じたのも事実だ。成果は
ないが可能性がある建築士には「これからの建築士奨励
賞」、独自の路線を開拓しすでに十分な成果を上げた建
築士には「これからの建築士業績賞」などを設け、賞の
内容を正確に周知した方が、より効果的な支援につなが
るように思ったのだ。この賞自体が「これからの賞」だっ
たフェーズから、それなりに権威ある賞へと脱皮する局
面なのかもしれないとも感じた審査会であった。「これ
からの建築士」が、そして「これからの建築士賞」がどう
あるべきか、審査員として改めて考える貴重な二年間で
あった。

吉里 裕也（SPEAC／R不動産代表）

今回で７回目となる「これからの建築士賞」。前回に引き
続き、今回も審査を担当させていただいた。初回に受賞
させていただいてから、これまでの受賞作品を改めてみ
ていると、建築士のシゴトの領域が明らかに広がってき
ているのを感じる。

これまで、課題を解決することから始まることが多かっ
た建築士のシゴトが、課題そのものを発見することから
関わり始めるという、建築に関わるスタンスが変化した
ことも大きいだろう。世の中の価値観やニーズも徐々に
変わってきたのではないかと感じるし、建築士がこれま
でやってきた多様で複合的なことを解決するという職
能が、今の時代でこそ必要とされてきているということ
だとも思う。

これまでの本賞は、これまでの建築士は関わらなかった
領域にまで踏み込んでいるという、スタンスそのもの
が、多くの評価を得ていたように思う。「これからの」と
いう視点で、領域の拡大が重要だったのだ。

しかし、その建築の拡大領域は、この数年間で一次的に
は網羅された感があるのも正直なところだ。これから
は、領域が拡大したことにより、生まれる事象の「質」
や「継続性」がより重要になってくるという、成熟した
フェーズに入ってきた気がする。

今後の展開に期待したい。

吉里 裕也（よしざと ひろや）
株式会社スピーク代表取締役、R不
動産株式会社代表取締役／2003
年に「 東京R不動産 」、2004年に
SPEACを立ち上げるとともに、CIA 
Inc./The Brand Architect Group
にて都市施設やリテールショップ
のブランディングを行う／建築・
不動産の開発・再生のプロデュー
スや建築デザイン、「東京R不動産」

「 leal local 」「 公共R不動産 」等グ
ループサイトの統括ディレクション、地域再生のプランニン
グ等を行っている／共編著書に「東京R不動産」「だから、僕
らはこの働き方を選んだ」「toolbox」「2025年の建築『七つの
予言』」等。

吉村 靖孝（よしむら やすたか）
早稲田大学教授 、博士（ 建築学 ）
／1972年愛知県豊田市生まれ／
1995年早稲田大学理工学部建築
学科卒業。1997年同大学院修了。
1999年～2001年文化庁派遣芸術
家研修員としてNVRDV勤務。2013
年明治大学特任教授。2018年早稲
田大学教授（現職）／主な作品に「フ
クマスベース」、窓の家、中川政七商
店新社屋など。主な著書に「ビヘイ

ヴィアとプロトコル」、「超合法建築図鑑」など。
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それがどこかの街であれ、セットであれ、映画には必ず建築や都
市が現れる。逆に、建築がさまざまな映画にインスパイアされて
きたのも事実だろう。その蜜月関係に着目し建築士の新たな関わ
りを開拓した。映画のロケ地をアーカイブし検索機能をもたせる
ことでポータル化して、その延長でまちづくりに関わった実績が
あり、また映画撮影に建築士として助言するなど、建築と映画の

双方に貢献している。CGを巧みに操る建築学生が映画CGの世界
に職を得るのとはまた違い、ともすればフィクションと一括りに
されかねない映画を、現実の社会的な文脈の中に位置づける成果
として高く評価された。

吉村 靖孝

第7回これからの建築士賞 作品講評
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墨田区は、都内でも有数な木造密集地域である。延焼遮断帯形
成などを定め、助成金の交付による建築物の不燃化を促進して
いる。本プロジェクトは、墨田区京島地区にて、千葉大学鈴木弘
樹研究室の学生と 4 名の建築士によって計画・実施されたもの
である。解体した建物の古材を活用したり、カラーコードを用い
たりすることで、京島らしい街並みを残しつつ、街の若返りを試

みている。また、建物の問題のある部分に手を加えることを「金
継ぎ」のようと表現していることに魅力を感じた。「学生による
学生のための住宅」とのこと。京島アカデミックハウスに住む学
生が、今後どのような活動をしていくのか楽しみだ。

大竹 由夏
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3

単にカフェ併設の設計事務所と見た場合は先行する事例が多く
あるはずだが、しかし FUJIMI LOUNGE が面白いのは、カフェの
テーブルがそのまま今も設計事務所のミーティング・テーブルと
して使われている点だ。事務所の蔵書が街の図書コーナーになる
し、給湯室が街のキッチンになる。模型作業台や工具を使ったワ
ークショップなどは、まさしく街の工房となった証である。つま

り、新たに付け加えることなく読み替えるだけでできた公共空間
であり、設計事務所の諸成分すべてを街の資産として開放する試
みなのである。こういったプライベート・セクターによる小さな
拠点は、地元にステイするウィズコロナ時代の雛形ともなり得る
だろう。

吉村 靖孝

第7回これからの建築士賞 作品講評
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本案の特徴は、リアルの場とプラットフォームを組み合わせた
ことだ。若手の建築士に対して、シゴトにつながるかもしれない
機会を創出し、それが結果、依頼主にとっても価値のある状況を
つくりだす可能性を感じた。完成した後も長期的に物件に関わる
というのもポイントのひとつだろう。その結果、建築への理念と
経済性というバランスが最適化されることが期待される。

これまで建築士は、外部空間と内部空間、都市と自然等の関係
性のデザインが中心だった気がする。本案は、人を含めた関係性
をデザインしているといえる。

プラットフォーム構築やメディアの運営は、それなりの時間の
積み重ねが必要となる。

今後の展開発展に期待したい。　　　　　　　　　　吉里 裕也
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都内に唯一現存する木造見番の建物を曳家再生するプロジェ
クトを実行したもので、圧倒的な存在感を放っています。受賞者
である青木茂氏はすでに長らくリファイン建築を提唱されてお
り、「これからの」だけでなく、すでに「これまでも」大活躍されて
いるのですが、その活動こそ三十年前にしてすでに社会に先駆け
た活動を試行し、確実な成果を上げ続けておられるもので、その

時点にまで遡る気持ちで、この賞を差し上げたいと思いました。
今回の事業は、これまでのリファイン建築とも一線を画する

もので、文化財としての価値を現地保存し、同時に積極的に利活
用するための安全性を確保するという、困難な課題に真っ向か
ら取り組んだエネルギー感じる快作です。　　　　　  

古谷 誠章

5

第7回これからの建築士賞 作品講評
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錆びることのなく、塩害や台風などの瑕疵被害に強い、カーボン
ワイヤーを緊張材としたコンクリートの開発を行っており、沿岸
地区や海中建築への発展が期待される。また、プレストレスを導
入して凝固させた、膨張剤入りコンクリートで、t=38mm の薄さ
を実現させ、非主要構造物の意匠材としての採用が進んでいる。勝
連城跡周辺文化観光施設や技建新本社ビルなどに用いられている

ルーバーは、まるで組子のように抜け感があり薄く軽やかで、今
までのコンクリートのイメージを一新してくれた。プレストレス
による圧着効果と繊維により、靭性もあるとのこと。建築以外の
現場での活用も期待したい。

大竹 由夏
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